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（２） 昼間のオキシダント濃度の局別及び月別高濃度出現状況 

ア 測定局別昼間のオキシダント濃度 0.120ppm以上の出現日数  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
令和６(2024)年度昼間のオキシダント高濃度出現日数が４日以上確認された測定局 
４日：習志野鷺沼測定局、(千葉)検見川小学校測定局、四街道鹿渡測定局 
５日：(千葉)宮野木測定局、市原姉崎測定局、袖ケ浦代宿測定局 
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イ 測定局別昼間のオキシダント濃度 0.120ppm以上の出現時間数 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

令和６(2024)年度昼間のオキシダント高濃度出現時間数が７時間以上確認された測定局 
７時間：市原姉崎測定局 
８時間：(千葉)検見川小学校測定局、袖ケ浦代宿測定局 
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ウ 月別高濃度出現状況 

（オキシダント濃度日最高値 0.120ppm以上の上位５測定局） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（注）0.120ppm 以上出現延べ局数とは、昼間（5 時～20 時）の 1 時間値が 0.120ppm 以上を 

記録した局数の合計である（同測定局において、1 日の間に複数の時間で 0.120ppm を 

超えている場合は、1 局として扱っている）。 

表はオキシダント濃度の値、測定局名、オキシダント発令地域、その値を記録した  

月日の順に記載。 
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（３）千葉特別地域気象観測所等における気象状況 

（銚子地方気象台提供） 

 

令和６(2024)年度における真夏日（日最高気温が３０℃以上）の日数は  

８０日となり、令和５(2023)年度の８７日と比較し減少した。また、４月から

１０月までの日照時間は、１１８５．８時間となり、令和５(2023)年度の  

１４４３．３時間より増加した。 

 

ア 各月の状況 

４月 

この月は、日本付近は暖かい空気に覆われやすく、低気圧や前線に向

かって暖かい空気が流れ込む日もあったため、月平均気温はかなり高く

なりました。上旬と下旬は低気圧や前線の影響を受けやすく、曇りや雨の

日が多くなりました。9日には、本州上を前線を伴った低気圧が通過した

ため、大雨となった所がありました。 

 

月平均気温は、銚子・千葉・館山・勝浦ともに平年に比べかなり高くな

りました。 

月降水量は、銚子・千葉・館山・勝浦ともに平年並となりました。 

月間日照時間は、銚子・勝浦で平年に比べかなり少なく、千葉・館山で

平年に比べ少なくなりました。 

 

５月 

この月は、天気は数日の周期で変わり、雨の降った日がありました。加

えて、中旬前半には低気圧や前線、下旬後半には台風第 1号から変わった

低気圧と前線の影響で大雨となった所がありました。このため月間降水

量が平年より多くなり、また、暖かい空気が流れ込みやすかったことから、

月平均気温は高くなりました。 

 

月平均気温は、銚子・千葉・勝浦で平年に比べかなり高く、館山では平

年に比べ高くなりました。 

月降水量は、千葉・勝浦で平年に比べかなり多く、銚子・館山では平年

に比べ多くなりました。 

月間日照時間は、銚子・千葉・勝浦・館山ともに平年並となりました。 

 

６月 

この月は、月の前半は梅雨前線が南西諸島付近や日本の南で停滞した

ため、晴れた日が多くなりました。下旬になって梅雨前線が北上し本州付

近に停滞することが多くなり、特に 18日と 28日から 29日は、大雨にな

りました。気温は、中旬以降暖かい空気に覆われやすかったことから月平
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均気温は平年に比べ高くもしくはかなり高く、月降水量は平年に比べか

なり多くなりました。 

 

月平均気温は、銚子・千葉・館山・勝浦ともに平年に比べかなり高くな

りました。 

月降水量は、銚子・千葉・館山・勝浦ともに平年に比べかなり多くなり

ました。 

月間日照時間は、銚子・館山・勝浦で平年に比べかなり多く、千葉では

平年に比べ多くなりました。 

 

７月 

この月は、太平洋高気圧に覆われ晴れた日が多くなりました。中頃は梅

雨前線や低気圧の影響を受けやすい時期がありました。暖かい空気に覆

われやすかったため、月平均気温は銚子、千葉、館山で統計開始以降、7

月として歴代 1位の高温となりました。 

 

月平均気温は、銚子・千葉・館山・勝浦ともに平年に比べかなり高くな

りました。 

月降水量は、千葉で平年に比べ多く、館山で平年に比べ少なく、銚子と

勝浦では平年並となりました。 

月間日照時間は、千葉・館山・勝浦で平年に比べ多く、銚子では平年並

となりました。 

 

８月 

この月は、中旬までは太平洋高気圧に覆われ晴れた日が多くなりまし

た。下旬は太平洋高気圧の縁を回る暖かく湿った空気の影響を受けた日

が多くなり大雨となった所がありました。暖かい空気に覆われやすかっ

たことや晴れて強い日射の影響で気温が上昇したこともあり、月平均気

温は銚子、館山、勝浦で統計開始以降、8月として歴代 1位の高温となり

ました。 

 

月平均気温は、銚子・千葉・館山・勝浦ともに平年に比べかなり高くな

りました。 

月降水量は、銚子・館山・勝浦で平年に比べかなり多く、千葉では平年

に比べ多くなりました。 

月間日照時間は、銚子・勝浦で平年に比べ多く、千葉・館山では平年並

となりました。 
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９月 

この月は、下旬は、秋雨前線の影響により曇りや雨の日が多くなったも

のの上旬後半から中旬にかけては、高気圧に覆われ、晴れた日が多くなり

ました。このため、月間日照時間は千葉で、統計開始以降、9月として歴

代 2位の多照となりました。 

暖かい空気に覆われやすかったことから、月平均気温は館山と勝浦で

統計開始以降、9 月として歴代 1 位の高温、銚子と千葉で統計開始以降、

9月として歴代 2位の高温となりました。 

 

月平均気温は、銚子・千葉・館山・勝浦ともに平年に比べかなり高くな

りました。 

月降水量は、銚子・千葉・館山・勝浦ともに平年に比べ少なくなりまし

た。 

月間日照時間は、千葉・館山・勝浦で平年に比べかなり多く、銚子では

平年に比べ多くなりました。 

 

１０月 

この月は、移動性高気圧や前線を伴った低気圧が日本付近を交互に通

過しました。このため、天気は数日の周期で変わりましたが、上旬と下旬

を中心に低気圧や秋雨前線、湿った空気の影響を受けました。 

また、偏西風が平年より北に偏って流れたため、日本付近は暖かい空気

に覆われたことに加え、日本の東で高気圧が強かったため、日本付近には

南から暖かい空気が流れ込みやすくなりました。このため、千葉県内では

10 月に真夏日が観測された所がありました。月平均気温は銚子、千葉、

館山、勝浦ともに統計開始以降、10 月として歴代 1 位の高温となりまし

た。 

 

月平均気温は、銚子・千葉・館山・勝浦ともに平年に比べかなり高くな

りました。 

月降水量は、銚子は平年に比べ多く、千葉・館山・勝浦では平年並にな

りました。 

月間日照時間は、銚子は平年に比べ少なく、千葉・館山・勝浦では平年

並になりました。 

 

※ アの出典：気象庁銚子地方気象台ホームページ掲載 

（https://www.jma-net.go.jp/choshi/shosai/doc/gaikyo/index.html） 

PDF ファイル「千葉県の気象概況」（2024 年 4 月～2024 年 10 月）から抜粋 
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イ 月合計日照時間                                       （ 単位 ： 時間 ） 

 

ウ 日最高気温の月平均値                                   （ 単位 ： ℃ ） 

（注）（ ）内は 1991 年から 2020 年までの 30 年間の日最高気温の月平均値との差です。 

令和 4(2022)年 7 月の「 ） 」は準正常値（データの一部が欠測だが許容範囲を

満たす）を表しています。 

 

エ 真夏日（日最高気温が３０℃以上）の日数                 （ 単位 ： 日 ） 
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オ 月平均風速                                           （ 単位 ： ｍ／ｓ ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（注）令和 4(2022)年 7 月の「 ） 」は準正常値（データの一部が欠測だが許容範囲を満

たす）を表しています。 

 

※ イ～オの出典：気象庁ホームページ 

過去の気象データ検索（月ごとの値） 千葉特別地域気象観測所の値［気象庁］ 

（https://www.data.jma.go.jp/obd/stats/etrn/index.php） 

 



22 

（４）高濃度時の気象及び事例解析 

１．注意報発令日の気象概況 

令和６年の光化学スモッグ注意報（以下、「注意報」）は 15 回発令され、

うち１２回は７月の発令であった。 

５月２１日を除く１４回の発令日は、太平洋高気圧の影響下にあり、いず

れの日も千葉県における気圧傾度は小さく、一般風が卓越しにくい状況下

であった。また、５月２１日は、梅雨前線が南海上にあり、移動性高気圧に   

覆われていた。 

注意報発令日（５月２１日を除く）の千葉市のアメダスデータでは、日平均

風速５．３m/s以下、日照時間６．２時間以上(降水のあった７月６日の４．６

時間を除く)、最高気温３１．６ ℃以上の夏日、最低気温２４．３℃以上となっ

ていた。 

 

２．事例解析 

注意報発令日のうち、南房総地域で注意報が発令された７月５日、及び 

市原市の一部で２００ppb を超える Ox 濃度が出現した８月４日の２つの 

事例について、気象と Ox濃度の分布状況を簡単に述べる。 

解析対象日の午前９時の地上天気図及び茨城県館野上空での午前９時 

及び午後９時の気温分布を、それぞれ図１及び図２に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７月５日           ８月４日 

 

図 1 午前９時の地上天気図（気象庁提供） 
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図 2  ７月５日(上)、８月４日(下)の茨城県館野上空の気温分布 

 

  左：午前９時、右：午後９時 

横軸は気温、縦軸は高度、実線は気温、破線は露点温度を示す 

（気象庁データを基に作成） 
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２．１ ７月５日 

①気象状況 

関東地方は日本の南海上の高気圧に覆われ、千葉市における日照 

時間は１０．６時間と長く、気温は３４．９℃まで上昇した。 

午前９時には、高度１，０００ｍ付近に気温の逆転層が形成され、

午後９時にも引き続き、高度１，０００ｍ付近まで逆転層がみられ、

終日鉛直方向への拡散が抑制される状況となっていた。 

②地上風及び Ox 濃度の時系列変化 

午前１０時から午後５時までの１時間毎の県内の地上付近の風の 

流線及び Ox 濃度分布を図３－１及び図３－２に示す。 

午前１０時から午前１１時にかけて、県内は北系～東系の風が吹い

ていた。一方、南房総地域の東京湾側では、東京湾方向からの西～北

西の風が吹いていた。 

この時間、県内のほぼ全域で Ox 濃度６０ppb 前後あるいはそれ以下

であったが、南房総地域の東京湾側の地域においては、午前１０時に

８０ppb 以上、午前１１時に１２０ppb 以上、正午には１４０ppbを超

える Ox 濃度に上昇し、午後１時までこの高濃度は続いた。 

この時間、県北西部の東京湾岸地域においても Ox が８０ppb を超え

る濃度へと上昇していた。 

午後２時になると東京湾岸の地域一帯には南系の風が卓越し、また、

その東側の地域においては太平洋側からの南東からの風が吹いて 

いたため、その間に南北に伸びる風の収束域が形成しつつあった。 

この収束域の西側の一部地域において、午後５時まで Ox 濃度   

１００ppb を超える地域が広がっていった。 

 

２．２ ８月４日 

①気象状況 

九州の西に１，０１０hPa の高気圧が、また東北の東海上には    

１，０１０hPaの低気圧があり、それらに挟まれていた日本列島は、気圧

傾度が緩い状況下にあった。千葉市における日照時間は１１．０時間、最

高気温３５．６℃、最低気温２５．８℃と終日高温が続いた。 
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また、午前９時に高度６００～８００ｍに気温の逆転層が形成され、 

午後９時にも高度３００～５００ｍの層で気温の逆転が見られ、終日、 

鉛直方向への拡散が抑制されやすい状況となっていた。 

②地上風及び Ox 濃度の時系列変化 

午前１０時から午後３時までの１時間毎の県内の地上付近の風の 

流線及び Ox 濃度分布を図３－３及び図３－４に示す。 

午前１０時から午前１１時にかけて、県内には特に卓越する風が 

吹いていない状況であった。 

この気象状況下において、午前１１時、市原市の東京湾岸域の極め

て狭い地域において、１２０ppb を超える Ox 濃度が出現した。 

正午頃までは県内の主要風向が明確でなかったものの、午後１時に

なると東京湾岸域に東京湾からの海風が進入し、太平洋側からの東系

の風との境に風の収束域ができていた。 

この風の収束域の西側の東京湾岸域において、Ox の高濃度域が出現

し、市原市岩崎西局においては２００ppb を超える高濃度となった。 

その後、東京湾海風が弱くなり、東系の風が卓越するにつれて、  

午後３時には東京湾岸の高濃度域はほぼ消滅した。 

 

３．まとめ及び考察 

本年度１５回の注意報発令日のうち、７月５日及び８月４日の事例につい

て、気象と Ox濃度の状況をまとめた。両日とも太平洋高気圧に覆われ、本県

における気圧傾度は緩やかになっていた。 

７月５日は、朝から明確な気温逆転層が形成され、大気が滞留しやすい状況

になっていた。また日照時間が長く、最高気温は県内各地で３０℃を超えて 

いた。この状況下で、南房総地域の東京湾側において Ox 濃度が１２０ppb を

超え、光化学スモッグ注意報が発令された。この時間、Ox 濃度が上昇した  

地域においては、東京湾方向からの西系の風が吹いていた。 

また、東京湾を挟んだ対岸の久里浜においても、正午以降、南～南南東の 

東京湾方向からの風が吹き、Ox濃度が午後６時まで１００ppbを超えていた。 

このことから、東京湾またはその上空に高濃度の Ox 気塊が存在していた 

ことが推測される。その後、東京湾岸一帯において南風が卓越し、これら地域
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に高濃度 Oxの地域が広まっていったものと推測された。 

８月４日は、東京湾及び太平洋からの海風が形成する風の収束域の西側に

おいて、Ox 高濃度域が形成され、これは例年によくみられる Ox 高濃度形成 

要因であるが、本事例は、東京湾海風が卓越するのが遅く、既存の風向風速

データだけでは午前中での風の収束域が確認できなかった。 

しかし、午後１時という遅い時間に風の収束域が例年に比べて東京湾岸に

近い場所に確認できたこと、東西方向の Ox 濃度の傾度が大きかったこと、  

午前１１時の時点には既に東京湾岸の一部地域で Ox高濃度となっていたこと

を考えると、実際には極めて東京湾岸に近い地域において風の収束域が形成

されていたものと思われる。 

以上のことから、午前中の東京湾からの海風が弱かったことが、東方向への

移流が抑えられ、東京湾岸の一部地域のみ Ox が２００ppb を超える高濃度に

なった可能性がある。 
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令和６年７月５日 

（左上：午前１０時、右上：午前１１時、左下：正午、右下：午後１時） 

 

図 3－1 地上付近の風の流線及び Ox 濃度分布（単位 ppb、等値線は 20ppb 毎） 
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令和６年７月５日 

（左上：午後２時、右上：午後３時、左下：午後４時、右下：午後５時） 

 

図 3－2 地上付近の風の流線及び Ox 濃度分布（単位 ppb、等値線は 20ppb 毎） 
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令和６年８月４日 

（左上：午前１０時、右上：午前１１時、左下：正午、右下：午後１時） 

 

図 3－3 地上付近の風の流線及び Ox 濃度分布（単位 ppb、等値線は 20ppb 毎） 
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令和６年８月４日 

（左：午後２時、右：午後３時）  

 

図 3－4 地上付近の風の流線及び Ox 濃度分布（単位 ppb、等値線は 20ppb 毎） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


